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【参考】

未来社会創造事業



研究動向分析・有識者ヒアリング
提案を踏まえて
「重点公募テーマ」を策定

JST

企業・団体・大学・
一般の方など

重点公募テーマ毎に
研究開発課題を公募

大学・国研・企業等が
研究開発を実施

『 探索加速型 』

技術テーマを特定

研究開発課題を公募

大学・国研・企業等が
研究開発を実施

文部科学省/JST

『大規模プロジェクト型』

新たな価値を提案
（通年で提案受付中）

未来社会創造事業の特徴 「２つの型」と「テーマ提案募集」

文部科学省設定の４領域のもと

研究タイプ 研究開発期間 研究開発費

探索研究 最大3年程度 総額6,000万円
本格研究 最大5年程度 総額20億円程度

研究開発期間 研究開発費

最大約9年半 1～4年度：総額14～20億円
5～10年度：総額26～40億円

1,062件の
「新たな価値」が応募

超スマート社会の実現 410
持続可能な社会の実現 684
世界一安全・安心社会の実現 496
低炭素社会の実現 344

全件数 1,062

のべ177
企業関係者
が応募
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挑戦的研究の実践（スパイラル型研究マネジメント）

他機関連携
国際標準化
社会実装試験

新たな技術の導入
スピンアウト
（用途展開など）

顕在化した
新問題解決のために
基礎研究に戻る

叡智を結集しシステム化

有望な研究開発
革新的な研究シーズ

社会・産業ニーズ

（テーマ提案募集）

テーマで設計する課題・目標等 明確なターゲット
POC（研究開発代表者が設定）

イノベーション創出で
社会的重点課題を解決テーマ提案／MEXT検討

重点公募テーマ／技術テーマ

未来社会創造事業の研究開発の運営方法

24

こういったプロジェクトが成
立する可能性があるか？
＝探索研究で「計画」検証

産業界／自治体／個人等
の活動

シーズとニーズをマッチングし、リニアモデルでステッ
プワイズに研究開発を進めるアプローチはもはや陳腐化



ドイツ

何故競争力を維持できているか
「縦割り社会」を破壊するシステム

フラウンホーファー応用研究促進協会

大学と産業界をつなぐ中間拠点の重要性

【参考】世界の拠点に学ぶ
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【参考】世界の拠点に学ぶ

米国

NSFとDARPA
リスク・テイクとコンバージェンス
エンドゲーム・アプローチ



米国国立科学財団（NSF）：10 Big Ideas

p 2016年8月、「NSFが未来に向けて投資すべき10大アイデア(10 Big Ideas for 
Future NSF Investments) 」を発表。

p NSFの今後数十年にわたる方向性作りに加え、米国の新大統領・議会対応を視野。
p NSFのFY2018予算要求の目玉とする位置づけ。

4つの「プロセス・アイデア」
Ø コンバージェンス研究、ダイバーシ
ティ、中規模研究基盤、NSF2050
（新しい基金の創設）

既存8部局

6研究アイデア

「NSFが未来に向けて投資すべき10大アイデア」（JSTワシントン事務所・研究開発戦略センター作成資料）より
抜粋

6つの「研究アイデア」
Ø データ利用、ヒューマン・テクノロ
ジー・フロンティア、生命法則理解、
量子革命、宇宙の窓、北極

https://www.nsf.gov/n sb/meetings/2016/0809/Presentation s/20160809-CSB-
NSFsBigIdeas.pdf

https://www.nsf.gov/n sb/meetings/2016/0809/Presentation s/20160809-CSB-
NSFsBigIdeas.pdf
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コンバージェンス研究の促進
n 今日の大きな課題は一つの学問分野では解決できない（健康、食糧・エネルギー・水ネクサス、宇宙
探査等）。幅広く多様な知的領域のアイデア・アプローチ・技術の組み合わせ、「コンバージェン
ス」によるイノベーション・発見の促進が必要

n コンバージェンス科学を確実に支援するシステムを構築するため、NSFは高度な知識の獲得と重要な
社会問題解決を目指す研究プロジェクトに戦略的に投資していく。これは科学者だけでなく全ての人
に裨益するもの

ダイバーシティ推進による科学・工学の強化
n 今後10年間で、全米の科学・工学コミュニティの研究者多様性が米国社会の多様性を反映したものと
なるよう、「NSF INCLUDES」プログラムを通じた支援を拡大

n 民間慈善団体、連邦機関、専門学会等とのネットワークにより、女性、ヒスパニック、アフリカ系ア
メリカ人、アメリカインディアン、障害者、地方や社会経済地位の低い地域の人々に効果的なSTEM人
材育成メカニズムを開発

「NSF 2050」: 統合的基礎研究基金の創設
n 年間予算サイクルによる従来のプログラムでは、研究の展望や範囲が矮小化
n より挑戦的で長期的な基礎研究を支援し、科学工学におけるブレークスルーの場となるプログラムを
作るため、統合的な基礎研究を支援するための基金「NSF 2050」の創設を提案

n NSF2050により、長期的なプログラム開発全体へのコミュニティからのインプット、重要なステーク
ホルダーの発想の取り込み、既存体制や運用手順の超越、フロンティアにおける継続的な探索、特定
プログラムの枠内におさまらない領域でのリスク・テイキング、革新的な領域横断、既存ギャップの
解消、新たな機会の獲得が可能となる

「NSFが未来に向けて投資すべき10大アイデア」（JSTワシントン事務所・研究開発戦略センター作成資料）より抜粋 31



米国DARPA（国防総省国防高等研究計画局）

l ステルス技術、暗視技術、精密誘導技術、空中照準レーザー、無人航空機（UAV
）など多数の軍事技術を開発

l インターネットやGPSなど、社会にインパクトをもたらすイノベーションも実現
。近年では自動運転、手術支援ロボットのダ・ヴィンチや多目的作業用ロボット
PackBot、音声アシスタントアプリのSiri（アップル）などの開発を支援
⇒米国の競争力の強化に貢献

l 国防にとって重要な研究開発を分野を問わずに支援。米軍が今直面しているニー
ズに対応するのではなく、将来のニーズに対応するための革新的研究を支援し実
用化を加速

l ハイリスクすぎたりミッションと一致しない等、他の軍所属研究所では扱わない
技術や既存のシステム・概念を壊すような技術に先行投資

DARPAのミッション=米国の技術優位性を維持

l 研究所や施設を持たず研究開発支援に特化し、小規模体制で運営(約220人)
l 局長（Director）、室長（Office Director）、PMの三層構造でニーズに合った
フラットで柔軟な運用

l 失敗を肯定する文化：リスクの高いアイデアを追求することを奨励

組織的な特徴 ～失敗を肯定する文化
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「米国DARPA（国防高等研究計画局）の概要 Ver.2」 （JST研究開発戦略センター作成資料）より
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主要国の出願人国籍別特許出願件数及び特許付与件数

（出典）Total patent grants (direct and PCT national phase 
entries), Total count by applicant’s origin (equivalent 
count)
WIPO statistics database (February 2017)に基づき、JST
情報分析室にて集計

（出典）Total patent applications (direct and PCT national 
phase entries), Total count by applicant’s origin 
(equivalent count)
WIPO statistics database (February 2017) に基づき、JST
情報分析室にて集計
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分野別/国別特許付与数
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PCT出願における出願人のセクター別割合
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（出典）WIPO “Patent Cooperation Treaty 
Yearly Review 2016”

大学・個人の
出願が圧倒的に
少ない日本




